
酒類行政の基本的方向性 ～主に産業振興の観点から～ （概要）

「酒税の適正かつ公平な賦課及び徴収」 「酒類業の健全な発達」
酒類業界の現状

国内市場の状況

酒類業界の主な課題と国税庁の取組

酒類輸出の状況

国内市場は、中長期的に縮小。他方で、清酒の出荷金額単価上昇がみられるなど、高付加価値化の動きも。

日本産酒類の輸出額は、2018 年から 2023 年の５年間で 2.2 倍になるなど、急速に増加。

高付加価値化等
販路開拓

（輸出促進支援）
原料や人材の
確保、技術支援等

中小企業支援
酒税の適正・公平

な課税等

公正な取引環境の
整備、その他社会
的要請への対応

コンプライアンスの確保酒類業の振興

【国税庁の任務】

➢ 「伝統的酒造り」
（ユネスコ無形文
化遺産）の広報・
周知

➢ 商品の差別化、
ブランド化の推
進

➢ 地理的表示（GI）
制度の活用

➢ 表示基準の周
知・見直し等

➢ 輸出拡大実行戦
略の着実な推進

➢ 日本産酒類輸出
促進コンソーシ
アムの充実

➢ インバウンドへ
の 訴 求 （ 酒 蔵
ツーリズム等）

➢ 国際交渉

➢ 原料の安定確保
の支援

➢ 技術相談、醸造
講習等を通じた
技術支援・人材
育成

➢ （独）酒類総合研
究所を通した研
究・開発

➢ 事業の引継ぎ支
援

➢ 業界団体との連
携

➢ 国税庁・局・署の
ネットワークを
生かしたきめ細
やかな事業者支
援

➢ 経営改善支援

➢ 中小企業向け施
策の活用促進
（関係機関、地方
自治体等との連
携）

➢ 酒類の製造及び
販売業免許の適
切な運用

➢ 酒類製造場・販
売場の実態把握

➢ 酒類業者の各種
義務の適切な履
行

➢ 実地調査の的確
な実施、行政指
導の活用

➢ 適正な表示、品
質・安全性の確
保

➢ 「酒類の公正な
取引」の環境整
備と取組の促進
（実態調査等）

➢ 適正飲酒の推進

➢ 20歳未満の者
等の飲酒防止対
策
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